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主催：青葉山・八木山フットパスづくりの会　　後援：八木山市民センター／片平市民センター

9：30 - 13：00｜フィールドワーク
ガイド：佐藤 修氏（緑を守り育てる宮城県連絡会議事務局長）

集合場所：たまきさんサロン前（東北大学大学院環境科学研究科棟 1F）

地下鉄東西線青葉山駅南 1出口より徒歩 1分

行　程：たまきさんサロン>>金剛沢地区>>八木山市民センター

冬芽観察・アニマルトレッキング等を行う予定です。

13：00 - 14：30｜ランチミーティング
場　所：八木山市民センター

2017年2月4日（土）　9：30～14：30
参加費：1人 1,000 円（昼食代含む）

注意事項等 問い合わせ先

・どなたでも参加できます。

・参加を希望する方は、1 月 30 日 ( 月 ) までに問い合わせ先までお申し
込み下さい。

・歩きやすい服装・靴でご参加ください。

・写真を使ったワークショップを予定していますので、デジタルカメラを
お持ちの方はご持参下さい。（デジタルカメラがなくても参加できます。）

・ランチミーティングに参加されない方は、参加費 200 円（保険料・ 資料代 )
です。

東北大学キャンパスデザイン室

内山隆弘

TEL｜070-5091-4896

FAX｜022-217-5677

e-mail｜takahiro.uchiyama.e4@tohoku.ac.jp

竜ノ口渓谷の両岸に位置する青葉山地区・八木山地区には、魅力的な

地域資源が多数存在しています。深い渓谷に隔てられ、これまで一体

的な活用が困難であったこれらの地域資源をフットパスでつなぎ、新

たな魅力を創出することを目的に、フィールドワークを行います。



学士会事業課 （03-3292-5955/ 平日９:00 ～ 17:00）

学士会主催　東北大学・東北大学萩友会共催

「我 が 死 生 観 」
東 北 講 演 会

山折　哲雄 氏
宗教学者
／国際日本文化研究センター名誉教授

東北大学片平キャンパス　片平さくらホール
（仙台市青葉区片平 2丁目 1-1）
  ※JR「仙台」駅西口より徒歩 17分
  ※仙台市地下鉄東西線「青葉通一番町」駅 南１口より徒歩９分
  ※仙台市地下鉄南北線「五橋」駅 北 2・北 4口より徒歩７分

14：00 ～ 講演会
15：40～ 懇親会 2017 年２ ４月 日 (土)

日　時

会　場

定　員 120 名

会　費 無料（懇親会参加者3,000円）

講　師

主　催 学士会

共　催 東北大学・東北大学萩友会 後　援 河北新報社・NHK仙台放送局

④同伴者氏名（フリガナ）

①氏名（フリガナ） ②住所・電話番号
③出身大学・学部・卒年・年齢　※学士会会員の方のみ

⑤参加希望の別（講演会・懇親会共に参加　講演会のみ参加）

参加ご希望の方は、下記必要項目を明記の上、件名を「東北講演会」として、
学士会までメールでお申込みください。

メール：area@gakushikai.or.jp

※一般の方もお申込みいただけます。先着順、定員に達し次第締め切らせていただきます。
※会費は、当日受付にてお支払ください。

国立大学法人東北大学　イノベーション戦略推進本部 事務支援室
〒980-0845　仙台市青葉区荒巻字青葉468-1　レジリエント社会構築イノベーションセンター 206

Tel.022-752-2186 Fax.022-752-2189

東北大学国立大学法人

※COI TOHOKU文字およびロゴマークは、東北大学の登録商標です。

お問合わせ
【事務局】

主　催

趣 旨

さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する理想自己と家族の絆が導くモチベーション向上社会創生拠点

さりげないセンシングによる
幸せな健康長寿社会の実現に向けて

COI東北拠点シンポジウム

2.82017
日本橋ライフサイエンスハブ　８F 会議室

WED 13:00~17:00

13:00

12:00~

【定員150名】 どなたでも
参加できます

革新的イノベーション研究機構

〒103-0022　東京都中央区日本橋室町1-5-5
▲

Google Map

開催日

会　場

COI東北拠点は「さりげないセンシングと日常人間ドックで実現
する理想自己と家族の絆が導くモチベーション向上社会創生拠
点」として、さりげないセンシングに関する研究開発を加速させ
ています。本シンポジウムでは、さりげないセンシングによる

「幸せ」な健康長寿社会の実現に向けた本拠点の活動紹介、及び本拠点の
若手・女性研究者を中心とした今後の取り組みに関する議論を行います。

開場、受付開始

主催者挨拶

16:55 閉会の挨拶
17:00 閉会

17:15~
  19:00 交流会

東北大学　理事　矢島 敬雅
来賓挨拶 ■文部科学省　科学技術・学術政策局（調整中）

■国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）
  松田　譲　ビジョン1　ビジョナリーリーダー

基調講演

川島 隆太　東北大学加齢医学研究所　所長

13:15

基調報告

高山 卓三　東北大学革新的イノベーション研究機構　機構長
末永 智一　東北大学革新的イノベーション研究機構　副機構長
逢坂 哲彌　早稲田大学　ナノ・ライフ創新研究機構　特任研究教授
薮上　 信　東北学院大学　工学部　教授
山本　 格　新潟大学　地域創生推進機構　特任教授

13:55

特別講演

志賀 利一　オムロンヘルスケア㈱  技術開発統轄部  統轄部長付  技術専門職

※別途、参加お申込みください。
※会費は、当日受付で頂戴いたします。

※当日参加も歓迎しますが、事前参加登録をお薦め
　します。当日受付で名刺一枚頂戴いたします。

15:00

パネルディスカッション
● ～「幸せ」を実現するさりげないセンシングとデータ活用～

15:20

休　憩14:45

（会費：4,000円）

Email : promo-innov-koho@grp.tohoku.ac.jp      Web:http:www.coi.tohoku.ac.jp

パネラー

プログラム

話題提供

● フェーズ２に突入！「幸せ」な健康長寿社会を実現するための
 　本拠点の取り組み事例と今後の計画

● 高血圧予防と減塩
　 ～ホームモニタリングによる「幸せ」の実現を目指して～

● 「幸せ」なスマートエイジング社会の実現に向けて
　～さりげないセンシングの現状と未来～

モデレーター

川島  隆太 ・東北大学加齢医学研究所　所長

吉田　  浩

井上  久美 ・東北大学大学院環境科学研究科
　講師

吉田  慎哉 ・東北大学大学院工学研究科
　特任准教授

貝阿彌  隆
・日本光電工業（株） 
　医療機器事業本部 第一技術部 一課
　二係係長

山口 美峰子 ・NECソリューションイノベータ（株）
　イノベーションラボラトリ 統括マネージャー

瀧澤 美奈子 ・科学ジャーナリスト

・東北大学大学院経済学研究科　教授
　高齢経済社会研究センター長

202X年の日本社会の直面する課題と、
　　　　　そこで暮らす人々の「幸せ」とは？

望辺家の人たちを「幸せ」にするために
COI東北ができること（若手ワークショップ報告）
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日本銀行

日本橋ライフサイエンスハブ

話題提供

1月31日（火）までに Ｅ-mail・FAX のいずれかでお申し込みください。

★該当するものにチェック □交流会 ▶ □ 参加　□ 不参加参加区分

機 関 名

事前参加申込書

登壇者　プロフィール　（敬称略）

T E L FAX

E - m a i l

所属・役職
氏 名

フリガナ

1991年 株式会社東芝入社。
東芝メディカルシステム株式会社、株式会社東芝　技術企
画室、ヘルスケア事業部ヘルスケアニューコンセプト開発部
長を経て、2014年 東北大学客員教授、革新的イノベーショ
ン研究機構　機構長。
2016年10月 株式会社東芝　技術統括部　ソリューション
開発センター　ライフサイエンス推進部長。

高山 卓三 東北大学革新的イノベーション研究機構　機構長

1981年 東北大学大学院薬学研究科博士課程修了後、東北大
学薬学部、米国ウイスコンシン大学、東北大学工学部、大学
院工学研究科で博士研究員、助手、助教授を経て、1999年 
東北大学大学院工学研究科教授、2003年 東北大学大学院環
境科学研究科教授、2008年 東北大学大学院環境科学研究科
副研究科長、2010年 東北大学評議員、東北大学原子分子材
料科学高等研究機構（WPI-AIMR）教授、2013年 東北大学
総長特別補佐（研究担当）、COI東北拠点　研究リーダー。
2014年 革新的イノベーション研究機構　副機構長。

末永 智一 東北大学革新的イノベーション研究機構　副機構長

022-752-2189

promo-innov-koho@grp.tohoku.ac.jp

 送 信 先

東北大学イノベーション戦略推進本部
事務支援室　宛

E-mail

FAX

早稲田大学総長室参与。早稲田大学ナノ・ライフ創新研究
機構特任研究教授・名誉機構長、早稲田大学理工学術院名
誉教授。1974年 早稲田大学理工学研究科博士後期課程修
了（工学博士）。早稲田大学理工学術院教授を経て現職。
電気化学をベースとして、エネルギーデバイス、高機能セン
サ、めっき実装・磁気記録デバイス等の研究を展開してい
る。学会関係では、米国電気化学会（ECS）会長、日本磁気
学会会長、電気化学会会長、エレクトロニクス実装学会会
長、国際電気化学会（ISE）副会長等を歴任。
平成22年春　紫綬褒章（発明改良功績）、平成20年文部
科学大臣表彰　科学技術賞（開発部門）等受賞多数。

逢坂 哲彌 早稲田大学　ナノ・ライフ創新研究機構　特任研究教授

1993年 東北大学工学部卒業。
1998年 東北大学大学院工学研究科博士課程修了。
1998年 東北大学電気通信研究所助手。
2006年 東北学院大学工学部助教授。
高感度薄膜磁界センサ、磁気モーションキャプチャシステム、
薄膜透磁率計測装置等の開発に従事。博士（工学）。

薮上　 信 東北学院大学　工学部　教授

1974年 新潟大学医学部卒業後、内科研修、1975年 新潟
大学医学部附属腎研究施設助手、1981年 医学博士取得、
1982年同助教授、1984年 米国スクリップス研究所リサー
チフェロー、1999年 新潟大学大学院医歯学総合研究科教授、
2004年 腎研究施設長、2013年 から新潟大学生体液バイ
オマーカーセンター研究リーダー、特任教授としてプロテオ
ミクスによる尿バイオマーカー探索、「なんでも尿検査」プロ
ジェクトを主導。

山本　 格 新潟大学　地域創生推進機構　特任教授

志賀 利一 オムロンヘルスケア㈱  技術開発統轄部  統轄部長付  技術専門職

1985年 東北大学医学部卒業。1989年 東北大学大学院医
学研究科修了、スウェーデン王国カロリンスカ研究所客員研
究員、東北大学加齢医学研究所助手、同講師、東北大学未
来科学技術共同研究センター教授を経て2006年より現
職。2014年４月より東北大学加齢医学研究所所長。

川島 隆太 東北大学加齢医学研究所　所長

吉田　 浩 東北大学大学院経済学研究科　教授、高齢経済社会研究センター長

1995年京都大学農学部農芸化学科卒業。宮城県味噌醤油
工業協同組合にて食品分析、衛生管理および製造技術開発
に従事。2005年より東北大学大学院環境科学研究科非常
勤職員。電気分析化学、バイオセンサの研究開発に携わる。
2010年博士（学術）（東北大学）。2011年より東北工業大
学非常勤講師兼務。2013年東北大学マイクロシステム融合
研究開発センター助教。2014年東北大学大学院環境科学
研究科講師・COI東北拠点研究リーダー補佐。

井上 久美 東北大学大学院環境科学研究科　講師

2008年3月東北大学大学院工学研究科博士課程修了。博士（工学）
2008年4月東北大学原子分子材料科学高等研究機構助手。
2009年4月同助教。
2015年4月より東北大学大学院工学研究科特任准教授。
専門は微細加工学、MEMS、機能性材料を用いたマイクロ・
ナノシステム。
現在、胃酸発電飲み込み型センサの研究開発に従事

吉田 慎哉 東北大学大学院工学研究科　特任准教授

2007年 日本光電工業株式会社入社。
入社後、心電図波形計測アルゴリズムの開発、致死性不整脈予
知パラメータの研究開発、製品のソフトウェア開発に従事。
2015年より末梢神経検査装置の製品開発を担当。

貝阿彌 隆 日本光電工業（株） 　医療機器事業本部 第一技術部 一課 二係 係長

山口 美峰子 NECソリューションイノベータ㈱　イノベーションラボラトリ 統括マネージャー

社会の未来と関係の深い科学について、著作活動などを行
う。2005年4月、有人潜水調査船「しんかい6500」に乗
船。著作に『日本の深海』（講談社ブルーバックス）、『地球
温暖化後の社会』（文春新書）、『アストロバイオロジーとは
何か』（ソフトバンク）など。内閣府審議会委員。文部科学
省科学技術学術審議会臨時委員。慶應義塾大学大学院非常
勤講師。日本科学技術ジャーナリスト会議理事。

瀧澤 美奈子 科学ジャーナリスト

●交流会のみの参加はできません。希望者多数の場合は先着順となります。

1982年 山口大学工学部電気工学科　卒業
1986年 北海道大学大学院工学研究科生体工学専攻修士課程修了
　同年　㈱立石ライフサイエンス研究所
　　　　現：オムロンヘルスケア㈱入社
1998年 北海道大学大学院工学研究科生体工学専攻
　　　　 博士課程（社会人選抜）修了　　博士（工学）
2016年 自治医科大学客員研究員
現在：研究開発全般の統轄
専門分野：生体工学、医用電子工学、近赤外分光学、生体計
測工学全般

1995年一橋大学大学院博士課程満期退学、1997年東北
大学大学院経済学研究科助教授、2007年同教授（現職）。
会計検査院第9代特別研究官、経済企画庁経済審議会特別
委員、宮城県男女共同参画審議会副会長、富谷町まちづく
り審議会会長を歴任。著作：『男女共同参画による日本社会
の経済・経営・地域活性化戦略』（2013年）河北新報出版
センター、『厚生労働統計で知る東日本大震災の実状』 
（2014年）統計研究会。1996年（財）家計経済研究所家計
研賞準奨励賞、2006年東北大学男女共同参画奨励賞受賞。

2001年3月 博士（学術）。
2004年2月 NECソフト（現NECソリューションイノベータ）株
式会社入社。バイオ研究員として大学との共同研究に従事後、
2009年 事業企画マネージャーとしてメンタルヘルスケア研
究を立ち上げ。
2015年4月 NECソリューションイノベータ株式会社　イノ
ベーションラボラトリ統括マネージャー 兼 イノベーション戦略
本部　QOL事業推進室シニアエキスパート。



東北大学東北アジア研究センターシンポジウム （上廣歴史資料学研究部門開設5周年記念）

歴史資料学と
地域史研究
深化する歴史研究
―最新の研究動向と未来への展望―

1ル・ルー　ブレンダン（帝京大学外国語学部専任講師）
2ジュリオ・アントニオ・ベルテッリ（大阪大学言語文化研究科言語社会専攻准教授）
3山添博史（防衛省防衛研究所主任研究官）
4友田昌宏（東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門助教）
◎コメント：森田朋子（中部大学人文学部歴史地理学科教授）

（9：40～12：30）

2/11
土 ❖ 会場：東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟 6階大ホール

❖ 時間：9：30～16：30

（定員 140名）

1櫻井和人（白石市図書館係長）
2小味浩之（一関市芦東山記念館業務推進員）
3泉田邦彦（東北大学大学院文学研究科博士後期課程）
4高橋陽一（東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門助教）
◎コメント：ヨハネス・ヴィルヘルム（ウィーン大学講師）
　　　　　　ティモシー・エイモス（シンガポール国立大学准教授）

（13：30～ 16：30）

歴史資料学と地域史研究
（定員 400名）

2/12
日 ❖ 会場：東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟 2階マルチメディアホール

❖ 時間：9：30～16：30

講演1：平川新（宮城学院女子大学学長・東北大学東北アジア研究センター客員教授・上廣歴史資料学研究部門長）
　　　　「歴史研究と郷土史」
講演2：フィリップ・ブラウン（オハイオ州立大学教授）「地方史がつくる日本史  Local History as National History」
講演3：デビッド・ハウエル（ハーバード大学教授） 「史料がつくる歴史認識̶屎尿の世界史を例として̶」
講演4：河西英通（広島大学大学院文学研究科教授）  「どこまでが地域史料か？―無手勝流史料論―」
講演5：上山眞知子（山形大学地域教育文化学部教授）  「資料レスキューと心理社会的支援」
＜パネルディスカッション＞「歴史資料学の成果と課題」

記念講演・パネルディスカッション

仙台市外より参加
する大学院生等を
対象に旅費の一部
を補助します。
応募要領は東北ア
ジア研究センター
のホームページに
掲載しております。

募集

東北アジア 検索

後援：東北大学学際重点研究「世界発信する国際日本学・日本語研究拠点形成」プロジェクト／東北大学災害科学国際研究所／ NPO 法人宮城歴史資料保全ネットワーク／科研費基盤
　　　研究（Ｂ）「巨大災害に対応しうるネットワーク型歴史資料保全システム構築のための実践的研究」グループ／科研費挑戦的萌芽研究「歴史資料保全活動の心理社会的影響に関す
　　　る調査研究」グループ

主催：東北大学東北アジア研究センター

❖問合せ：東北大学東北アジア研究センター 上廣歴史資料学研究部門 〔TEL〕022-795-3196または 022-795-3140

◎伊達政宗書状（佐藤仁右衛門家所蔵）

◎チャールズ・ワーグマン「横浜復興のための大国際会議」
芳賀徹・清水勲「幕末維新期の漫画」（筑摩書房 1986 年）

◎「環海異聞」所載ロシア船航海図模写
（大槻磐渓「塵積成山」より、一関市教育委員会提供）

歴史資料学と
地域史研究

東北大学東北アジア研究センターシンポジウム （上廣歴史資料学研究部門開設 5周年記念）

洋人の図（大槻磐渓「塵積成山」
より、一関市教育委員会提供）

2/12
日 ❖ 会場：東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟 2階マルチメディアホール

❖ 時間：9：30～16：30

深化する歴史研究
―最新の研究動向と未来への展望―

2/11
土 ❖ 会場：東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟 6階大ホール

❖ 時間：9：30～16：30

1ル・ルー　ブレンダン（帝京大学外国語学部専任講師）
　「日本学の基礎を担ったパリ外国宣教会の宣教師達」
2ジュリオ・アントニオ・ベルテッリ（大阪大学言語文化研究科言語社会専攻准教授）
　「初代駐日イタリア公使夫人マティルド・サリエ・ド・ラ・トゥールの未刊記録に見る幕末・
     明治初期の日本」
3山添博史（防衛省防衛研究所主任研究官）
　「ユーラシア帝国ロシアの境界問題と幕末日本」
4友田昌宏（東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門助教）
　「幕末・明治期における東北人士の対外観―大槻磐渓・宮島誠一郎を素材として―」
◎コメント：森田朋子（中部大学人文学部歴史地理学科教授）

（9：40～12：30）

1櫻井和人（白石市図書館係長）
　「歴史資料保存活動の現場から―宮城県白石市の事例―」
2小味浩之（一関市芦東山記念館業務推進員）
　「一関市旧家の土蔵の温湿度モニタリングについて」
3泉田邦彦（東北大学大学院文学研究科博士後期課程）
　「原発被災地における歴史・文化継承の意義について
　―福島県双葉町両竹地区の事例から―」
4高橋陽一（東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門助教）
　「歴史資料保全活動の成果をどう伝えるか
　―宮城県川崎町佐藤仁右衛門家文書をめぐる活動―」
◎コメント：ヨハネス・ヴィルヘルム（ウィーン大学講師）
　　　　　　ティモシー・エイモス（シンガポール国立大学准教授）

（13：30～ 16：30）

川内駅前

マルチメディア教育研究棟マルチメディア教育研究棟

川内郵便局川内郵便局
地下鉄川内駅
Kawauchi Sta.

南2

＜会場案内図＞
東北大学川内北キャンパス
マルチメディア教育研究棟

◎2月 11日（土）：6階大ホール
正面入口（地下鉄川内駅側）よりお入りください。

正面入口（地下鉄川内駅側）または東側階段をご利用ください。
◎2月 12日（日）：2階マルチメディアホール

会場

日時：2017年 2 月 11 日（土）18:00-19:30 

場所：仙台市天文台 加藤・小坂ホール（仙台市青葉区錦ケ丘9丁目29-32） 

定員：先着100名 

連絡：TEL: 022-795-6608　FAX: 022-795-6513　E-mail: mikito@astr.tohoku.ac.jp 
講師： 

司会：田中 幹人（東北大学学際科学フロンティア研究所 助教）

次世代超大型望遠鏡がつなぐ
ハワイと宇宙

『国立天文台』

青木 和光
国立天文台TMT推進室 准教授

18:00-18:05　開会挨拶
18:05-18:40　第一部

ハワイ島マウナケア山に建設が予定されてい
る次世代超大型望遠鏡（TMT）計画についての
青木和光氏による講演。

18:40-19:25　第二部

19:25-19:30　終了挨拶

「TMTへの期待と計画の課題」というテーマ
で、講師3名と一般市民を交えたパネルディス
カッションを行います。

同日10:00-16:45の時間帯で、宇宙とハワイの関係をより深く学べる、東北大学
展開ゼミ学生による体験型イベント（スプレーアート、討論体験、クイズラリー、
すごろく、望遠鏡制作など）を仙台市天文台にて開催します。参加は無料です。

千葉 柾司 秋山 正幸
東北大学大学院理学研究科天文学専攻 教授 東北大学大学院理学研究科天文学専攻 准教授

東北大学サイエンスカフェ

TMT×
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「あなたはなぜそこに座ったのですか？」

事前にウェブサイトからの参加申込を
お願いしています。当日参加も可能です。

参
加
申
込 www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

アクセス　

参加無料

市営地下鉄東西線青葉山駅北1出口から徒歩1分

大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

行 動 の “ みなもと”を探る。行 動 の “あらわれ ”を読み解く。

「 私はなぜここに座ったのだろう？」

「
情
報
科
学
」か
ら「
行
動
の
因
果
」を
考
え
る

東
北
大
学

自分らしさを構成するゲノム

“みなもと”を探る。“あらわれ”を読み解く。
東北大学  大 学 院 情 報 科 学 研 究 科シンポジウム　「 情 報 科 学 」から「 行 動の因果」を考える

駅や公園、教室などで、座る席を選ぶことは日常的な行動の一つです。でも「なぜそこに座ったのか？」と問われたら、あなたはその行動を明快に説明できるで

しょうか。理由は一つではないかもしれませんし、特に理由なく選んでいることも多いでしょう。実際、私たちの行動にはとても多くの要素が関係しており、そこには

人類共通の普遍的な理由も、ある人に特有の理由もあるはずです。そこで、今回の情報科学研究科シンポジウムでは、「情報科学」の視点から「行動の因

果」を解き明かしたい。行動の"みなもと"を探り、行動の"あらわれ"を読み解くことで、自分の行動をどのように理解できるのか。本シンポジウムに参加して、私た

ちの日々 の行動に潜む自分らしさを、一緒に考えてみませんか。

会場の都合上、事前登録をお願いします。
当日の参加も可能ですが、席の準備ができな
い場合はご了承ください。

2017年2月18日（土）
市営地下鉄 東西線 青葉山駅 北1出口より徒歩1分
（地下鉄仙台駅から9分）

東北大学 大学院情報科学研究科棟 2階 大講義室会　場 ：

日常生活の中にある無意識の行動や選択。それらは、文化や経験を背負った唯一無二の存在として
の個性のあらわれなのか? それとも、ヒトという生物としての特質のあらわれなのか？ 行動の「自分らし
さ」について、自分を他の人と区別する視点からだけでなく、他の生物と区別する「ヒトらしさ」という視
点からも考えてみます。

ゲノム解析の進歩に伴い、親子が似ているメカニズムやゲノムが自分ら
しさを決める仕組みの理解が急速に進んでいます。本講演では、ゲノム
解析研究の最近の進歩の一端として、同じ人を異なる遺伝子検査
サービスで解析し、その結果を具体的に比較することで、個人のゲノム
解析サービスの可能性と課題を探ります。

木下 賢吾 教授
（応用情報科学専攻 応用生命情報学）

ゲノム科学の視点から　

講演1 ストレスと行動の接点を探る

変動する外界の影響を受け、私たちは日々流動的な状態にあります。特に
私たちの状態を「歪ませる」ストレスは、時として生存そのものを脅かす要
因にもなります。これに抗するために具わっているのが生体内部環境を維
持する防御システムです。今回は、特に脳内ストレス防御機構とその行動
への影響について皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

井樋 慶一 教授
（システム情報科学専攻 生体システム情報学）

神経科学の視点から

講演2

生物行動のシステム科学

動物にとって移動することは最も重要な生命活動の一つです。適切な
経路を選択して目的地に到達することを「ナビゲーション」と呼びます
が、ナビゲーションには環境や体内の情報を移動行動に反映する能力
が不可欠です。今回は、生物のナビゲーションの仕組み（脳内計算）を
システム科学的に解明する手法を解説します。

橋本 浩一 教授
（システム情報科学専攻 知能ロボティクス学）

システム科学の視点から　

講演3

マンガの読みの視線行動

マンガの読者は、線画に文字、音韻情報といった複雑な情報を統合し
ながらストーリー（シーンの時空間的な連続性や事象の変化）を理解し
ていきますが、その際の視線の動きには読み手の性別や性格などが反
映されます。今回は、マンガの読み手の個性と視線行動との関連性に
ついて、アイトラッキング実験の知見から考察します。

和田 裕一 准教授
（人間社会情報科学専攻 人間情報学）

認知心理学の視点から　

講演5

親離れ子離れの数学

生物現象研究の学際分野として数理生物学が扱ってきたテーマの一つ
が動物の行動です。本講演では、動物の親子関係を進化の帰結として捉
える生物学の理論の一例として、数学を用いて展開される親離れ・子離
れのタイミングの決定理論について紹介します。現象の科学的な捉え方と
しての数学に触れてみてください。

瀬野 裕美 教授
（情報基礎科学専攻 情報基礎数理学）

行動生態学の視点から

講演4

SF映画「The Matrix」の世界は来るのか

私たちのあらゆる感覚と運動指令は活動電位と呼ばれる電気信号に変
換され、脳・神経系を駆け巡ります。この性質を利用して脳と機械を直接
接続するのが、ブレイン・マシンインタフェース技術です。しかし接続できる
のは「現実の物理世界」だけでしょうか？ 今回は、SFのような世界が実現
しつつある現状を考察します。

片山 統裕 准教授
（応用情報科学専攻 応用生命情報学）

BMIの視点から

講演6

長野 明子 准教授

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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パネルディスカッション

「自分らしさとは？」
（人間社会情報科学専攻 人間情報学）

モデレータ

開場

開会の挨拶

講演1～3

講演4～6

パネルディスカッション

閉会

12：30

13：00

13：10～14：25

14：35～15：50

16：00～17：00

17：00

申込方法

www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

ウェブサイトのお申し込みフォームに必要事項
（氏名、所属、連絡先）を明記のうえ、お申し込
みください。

あなたならどこに座りますか？

情報科学研究科情報科学研究科

南1

特設ウェブサイトで
質問・回答受付中！

青葉山駅北1

N



18:00-19:45

&

楽しい知識、挽いてます。
東北大学2016年度 後期プログラム

サイエンスカフェ、リベラルアーツサロンは東北大学が

主催する「学問をもっと身近に、もっと楽しくする」参加

型のトークイベントです。参加は無料、年齢制限はありま

せん。皆様のご参加をお待ちしています。

誰でもその場で、飲み物を片手に
気軽に参加できるスタイルです

F R E E
事前申し込みは不要です

参 加 費 無 料

お問い合わせ・連絡先
東北大学 サイエンスカフェ東北大学 総務企画部広報課社会連携推進室
022-217-5132

せんだいメディアテーク 1F　オープンスクエア

東北大学片平キャンパス 片平北門会館 2Fエスパス

A

B

※テーマ・講師などについては予告なく変更する場合があります。※開催の様子をカメラなどで撮影し、東北大学において、その写真をホームページなどの広報用に使用する場合がありますのでご了承ください。

郷土芸能×デジタル

10/7 [金]
准教授

[教育情報学研究部]
佐藤 克美

第43回 リベラルアーツサロン

A

インフラって何だろう？
～暮らしを支える縁の下の力持ち～

11/18 [金]
教授

[工学研究科]
久田　真

第134回 サイエンスカフェ

A

産まれる前から心電図
～胎児心電図を病室内で
　測れるようにする～

10/21 [金]
教授

[医学系研究科]
木村 芳孝

第133回 サイエンスカフェ

A

プレートテクトニックな宝石 
～美しく輝ける「石」と地球史～

3/17 [金]
教授

[東北アジア研究センター]
辻森　樹

第138回 サイエンスカフェ

AA

知的コンピューティングが
拓く医療の世界

1/13 [金]
准教授

[情報科学研究科]
張山 昌論

第136回 サイエンスカフェ

なぜグローバル企業の
トップに抜擢されるのか？
～インド人の「能力」と「脳力」～

1/20 [金]
山下 博司

第45回 リベラルアーツサロン

A

教授
[国際文化研究科]

アレルギーになる仕組み、
くすりが効く仕組み

2/24 [金]
平澤 典保

第137回 サイエンスカフェ

A

教授
[薬学研究科]

Cubic Earth
 ～もしも地球が
　 立方体だったら～

12/14 [水]
教授

[理学研究科]
須賀 利雄

第135回 サイエンスカフェ

A

※開催曜日に注意

江戸の学び 
～近世庶民の学習世界～

11/11 [金]
教授

[教育学研究科]
八鍬 友広

第44回 リベラルアーツサロン

B
※開催場所に注意
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